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（１） 　産経新聞 2011 年５月 31 日（北村理）、片田敏孝「釜石の奇跡について」群馬大学災
害社会工学研究室ホームページ［2012 年 10 月 31 日］参照。

























（２） 　産経新聞 2011 年５月 31 日（北村理）、片田・前掲「釜石の奇跡について」参照。























































（４） 　朝日新聞デジタル 2017 年４月 20 日（渡辺朔）、毎日新聞 2017 年４月 21 日（小鍛冶
孝志、佐藤慶）参照。










　第１回委員会が同４月 23 日開催された。同調査委員会によると、2014 年



































2014 年１月 17 日現在での避難者数は 241 人（生存者 34 人を含む、犠牲者数
207 人）と推計されていて、その後も、なお情報収集が継続された（９）。
　いっぽう、市の公式見解は「避難者数 163 人、犠牲者数 129 人」（2012 年







（９） 　調査委員会・前掲報告書 19 頁参照。

























（11） 　調査委員会・前掲報告書 27 頁、29 頁参照。
（12） 　調査委員会・前掲報告書 28 頁参照。
（13） 　調査委員会・前掲報告書 30 頁、32 頁、42 頁参照。
（14） 　調査委員会・前掲報告書 36 頁参照。
（15） 　調査委員会・前掲報告書 36 頁参照。






















（16） 　調査委員会・前掲報告書 42 頁参照。
（17） 　調査委員会・前掲報告書 43 頁、毎日新聞 2017 年４月 19（藤井朋子）参照。
（18） 　調査委員会・前掲報告書 43 頁参照。
（19） 　調査委員会・前掲報告書 43 頁参照。
（20） 　毎日新聞 2017 年４月 19 日参照。
（21） 　震災の津波犠牲者の遺族が、学校や企業といった管理者側に責任を問う訴訟は、岩



























（22） 　読売新聞 2017 年４月 21 日参照。
（23） 　河北新報 2017 年４月 22 日参照。


















































ス 2017 年４月 22 日、河北新報 2017 年 11 月１日。
（25） 　岩手日報Webサイト内 2018 年２月 25 日参照。



















































〔追記〕 2018 年８月 18 日（土）７年間のボランティア活動の追跡調査として鵜住居地区を
訪問した。両校の跡地が目を見張る巨大な「釜石鵜住居復興スタジアム」に生まれ
変わっていた。
（30） 　調査委員会・前掲報告書 43 頁参照。
（31） 　「備え」については、シンポジウム「大震災と防災・被災者支援―今後に備える」を
2014 年３月１日に東千田キャンパスで実施した。また、鳥谷部茂「東日本大震災にお
ける立法と課題―居住権保護・原発事故責任・備えの重要性」広島法学 38 巻４号 25
頁（2015 年）も参照。
広島法学　42 巻２号（2018 年）－ 56
− 153 −
上は鵜住居地区地図、中は防災センター
（調査委員会報告書８頁）、下は同セン
ター跡地（2017年）
上は釜石東中跡地、中は鵜住居小跡地
（2013年）、下は高台に移転した両校
（2018年）
